
平成 25 年度第 13 回市長記者会見資料 

（平成 25 年 11 月 14 日） 

 

●「第 12 回ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo」の開催について 

 
大通公園 2丁目をメーン会場に、11 月 29 日から 12 月 24 日まで「第 12 回ミュンヘン・

クリスマス市 in Sapporo」を開催します。 

これは、ミュンヘン市と札幌市の姉妹都市提携 30 周年を記念して平成 14 年に始まった

イベントで、ドイツの伝統的な年中行事の一つであるクリスマス市を開催することにより、

市民にドイツ文化に親しむ機会を提供するとともに、地元商店街等との連携を深めながら

賑わいと魅力のあふれる都心空間を創出し、初冬における集客交流の促進を図るものです。 

今年は、昨年度までに引き続き「チ・カ・ホ」をサテライト会場とするほか、さっぽろ

テレビ塔やサッポロファクトリーとも連携し、まちが一体となってクリスマス市やドイ

ツ・ミュンヘン文化を楽しむことができるような、さらなる賑わいを創出します。 

 

１ 会期・開催時間 

(1) 会期 

平成 25 年 11 月 29 日（金）～12 月 24 日（火）〔26 日間〕 

(2) 開催時間 

   11：00～21：00 

 

２ 会場 

(1) メーン会場 

大通公園 2丁目 

(2) サテライト会場 

チ・カ・ホ会場〔期間：12 月 1 日(日)～12 月 24 日(火) 〕 

 

３ 開催内容 

(1) 大通公園 2丁目会場 

① 出店店舗数：31 店舗（昨年比 4増） 

           

 

    

 

 

② 会場レイアウト 

    会場内各ブースをドイツの伝統的な街並みを感じさせる装飾で演出する。また、    

南西側の通路部分に新たにブースを設置することにより集客の増加を図る。 

  ③ 各種イベント 

   ア オープニングセレモニー  

日時：11 月 29 日（金）16：00 

内容：フィンランド・ロヴァニエミ市サンタ村の公認サンタクロースが登場す

る、「第 33 回さっぽろホワイトイルミネーション」との合同セレモニー・

点灯式を開催。道立札幌北高校合唱部による合唱なども行う。駐日ドイツ

連邦共和国大使館からの来賓も参加予定。 

 

 海外出店者 国内出店者 合 計 

物品販売 5 店舗 15 店舗 20 店舗 

飲 食 店 2 店舗  9 店舗 11 店舗 

合 計 7 店舗 24 店舗 31 店舗 



 

  

   イ 屋外ステージ、屋内イベント 

     ゴスペルやコーラスなどクリスマスの雰囲気あふれるコンサートのほか、ドイ

ツ絵本の読み聞かせやドイツにちなんだクイズ大会などのイベントを開催。 

ウ プレゼントデー 

  日時：期間中の毎週日曜日（12 月 1 日、8日、15 日、22 日）13:00、14:00、15:00 

内容：各店舗で 1,000 円以上購入した方の中から抽選で景品をプレゼントする。 

エ 光のツリー 

日時：12 月 7 日（土）17：00 から 

内容：市本庁舎南側の窓を使って、クリスマスツリーをかたどるウィンドウア

ートを実施。 

オ イルミネーション点灯式 

日時：期間中の毎週金曜日（12 月 6 日、13 日、20 日）18:00、19:00、20:00 

内容：来場者が参加できるイルミネーション点灯式を実施。 

(2) チ・カ・ホ会場 

① こども参加型ワークショップ【新企画】 

子どもたちがサンタクロースへの手紙と装飾パーツを制作し、壁面にはめ込む。

（12 月 1 日。憩いの空間）作品はクリスマス市の開催期間中展示。 

また、有限会社ハイジ牧場（代表取締役：金川 幹司）との連携により、ドイツで

は定番の麦わらを利用したクリスマスツリーオーナメントの製作体験を行う。（12

月 7 日、8日、14 日、15 日、21 日、22 日。憩いの空間） 

 ② 壁面を活用した情報発信 

絵本作家「そら」による今年のクリスマス市ポスターの製作過程のほか、過去に

札幌で開催されたクリスマス市の写真や、ドイツで開催されているクリスマス市の

写真をパネルにして展示。（憩いの空間） 

  また、クリスマスまでの日数をカウントダウンする巨大カレンダーを会場壁面に

展示。毎日めくることにより現れるキーワードを大通公園 2 丁目会場でスタッフに

伝えることにより、先着でプレゼントがもらえる回遊策を実施。（憩いの空間） 

③  記念撮影スポットの設置 

「憩いの空間」に、記念撮影スポットとして、来場者が実際に座ることのできる

「サンタのいす」を設置。 

(3) 札幌駅・大通駅周辺地域との連携事業 

① クリスマス市キーワードラリー 

大通エリア 10 カ所に設置されているクリスマスツリーに隠されたキーワードを

集め、大通公園 2丁目会場に来場すると、抽選でプレゼントが当たるイベント。 

  ② サッポロファクトリーとの連携 

アトリウムに設置されたジャンボツリーの台座部分にクリスマス市のビジュアル

装飾を施し、記念撮影スポットとして提供。 

また、施設内の飲食店でクリスマスメニューフェアを実施。メニュー利用者にチ

ケットを配布し、大通公園 2 丁目会場でチケットを提示した人の中から、抽選でテ

レビ塔展望台無料入場券をプレゼント。 

③ さっぽろテレビ塔との連携 

さっぽろテレビ塔が実施するクリスマス企画※の広報活動への協力。 
※ 来場者がキャンドルのカップホルダーにメッセージを書いて飾り、12 月 23 日、24 日に火をともして 

キャンドルアートにする企画 



 

  

また、サッポロファクトリーで実施するクリスマスメニューフェア参加者へのプ

レゼントとして、展望台無料入場券の提供を受ける。 

 

４ 環境に配慮した取り組みと節電対策   

 (1) リターナブル食器の使用とデポジット制の採用 

大通公園 2 丁目会場では、ごみの削減を図るため、洗って再利用できるリターナブ

ル食器を使用するとともに、食器の回収率を高めるために、「デポジット制」※を採用。 

   ※ クリスマス市では、飲食物購入時に 100 円を預かり、食器返却時に返金している。 

(2) ペレットストーブの設置 

大通公園 2 丁目会場内の屋内パビリオンの暖房に、間伐材を加工して作られる木質

ペレットを燃料とし、環境への負担が少ない木質ペレットストーブを使用。 

 (3) カーボンオフセットの実施 

会場で使用した電力量から二酸化炭素の排出量を算出し、他の場所で実現した二酸

化炭素排出削減・吸収量（クレジット）を購入することにより埋め合わせを行う、カ

ーボンオフセットに取り組む。 

  《参考》 昨年度の電力使用量実績：24,981kwh（CO2換算：約 13t） 

  (4) LED 電球の使用【拡充】 

   会場内休憩テントやウェルカムアーチ等に、LED 電球を使用。（株式会社東芝の協力

により、ウェルカムアーチに 4個追加導入） 

 (5) 廃食油の回収（さっぽろホワイトイルミネーション BDF 発電への協力） 

飲食ブースから出る廃食油を回収し、さっぽろホワイトイルミネーションで導入し

ているバイオディーゼル燃料（BDF）発電の燃料として活用。 

さらに、大通公園 2 丁目・3 丁目会場内に廃食油回収ボックスを設置し、来場者か

ら回収することにより、節電の取り組みへの市民参加を促進する。なお、廃食油の回

収については、ガイドブックやブログ等を活用して広く周知する。 

 

５ 各種タイアップ 

(1) 札幌コンサートホール Kitara 

大通公園 2丁目会場にて、Kitara で行われるクリスマスコンサートのチケット抽選

会を実施。（12 月 8 日、13：00～） 

(2) さっぽろ地域ポイント「まちのわ」 

食器洗浄ボランティアの参加者等に、IC カード「SAPICA」を活用したさっぽろ地域

ポイント「まちのわ」のポイントを付与。（1シフト 100 ポイント） 

(3) 札幌市交通事業振興公社および札幌振興公社との連携【一部、新企画】 

札幌市交通事業振興公社との連携により、新企画として、クリスマスならではの装

飾を施したクリスマス市記念路面電車を運行。また、クリスマス市の期間中に、路面

電車内で配布する乗車証明を大通公園 2 丁目会場で提示した人に、オリジナルグッズ

を特別料金で提供するほか、札幌振興公社との連携により、同乗車証明をもいわ山ロ

ープウェイで提示した人に利用料金を割り引く企画を実施。 

 (4) 札幌芸術の森【新企画】 

   札幌芸術の森美術館の美術展の入場券や、美術館スタッフが作成する手芸品につい

て、大通公園 2丁目会場への来場者を対象とした抽選会を実施。（12 月 1 日・8日） 

     

 



 

  

(5) 札幌ロケーション・フォト・ウェディング協議会 

   台湾のカップルを招待し、大通公園 2 丁目会場屋外ステージでウェディング姿での

イルミネーション点灯式を実施した後、上田市長から結婚祝い状を贈呈。（12月 12日、

17：30～） 

 

問い合わせ先 
総務局国際部交流課  工藤(佑)、山田 

電話：211-2032 


